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流れ出た土砂が道をふさいだ（7月7日、観音原自治会）

町内会の有志で住宅の泥を撤去（7月22日、観音町内会）

地域の絆

真
心
の
支
援
に

感
　
謝

福
田
地
区
社
協
会
長

小
倉
　
昇

福
田
地
区
連
合
町
内

会
長

山
本
幸
弘

今
回
の
　
「
西
日
本

豪
雨
」
　
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
共

に
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

災
害
発
生
後
、
す

ぐ
さ
ま
支
援
物
資
や

食
料
が
届
け
ら
れ
、

復
旧
の
た
め
の
建
設

機
器
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
市
内
全

域
か
ら
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
に
よ
り
、
地
域
・

町
内
会
の
皆
さ
ま
が

互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
を
惜
し
ま
な
い

力
強
い
絆
に
は
大
き

な
勇
気
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
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ー
一

社
会
福
祉
協
議
会
・
連
合
町
内
会
・
自
主
防
災
全

女
性
会
な
ど
緊
急
に
集
い
、
災
害
対
応
を
協
議

（
7
月
1
1
日
、
福
田
公
民
館
）

近
隣
が
駆
け
つ
け
、
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
（
7
月
1
0
日
、
上
条
町
内
会
）

各
方
面
か
ら
は
丁
重

な
る
見
舞
金
を
頂
き

深
く
感
謝
し
て
お
り

ます。お
陰
さ
ま
で
福
田

の
ま
ち
も
元
気
を
取

り
戻
し
っ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
み
ん
な
で
助
け

合
い
支
え
あ
っ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！

▽
写
真
協
力

安
部
紀
恵
　
山
田
文
明

市
内
全
域
か
ら
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
た

（
7
月
2
3
日
、
上
条
地
区
）

語
間
四
囲
圏
開
閉
閤

金
一
封

束
区
地
域
女
性
団

体
連
合
会
様

福
木
シ
ニ
ア
ゴ
ル

フ
会
様

福
田
地
区
連
合
町

内
会
様

桜
台
町
内
会
様

災
害
見
舞
金
が
福

田
地
区
社
協
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
大
変

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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「西日本豪雨」

福木小学校 �289人 

ラポーレひろしま �39人 

スカイバード �25人 

ふくだの里 �4人 

福田公民館 �14人 

福木集会所 �78人 

（福田地区自主防災連絡協議会調べ）
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「ラボーレひろしま」に避難した人たち（7月6日）

命
を
守
る
の
は
、
ま
ず
「
早
め
の
避
難
I
・
」

現
在
、
広
島
県
に
よ
る
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
が
完
了
し
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
は
「
福

木
小
学
校
」
　
（
体
育
館
）
　
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
身
の
安
全
を
図
る
た
め
、
や
む
を

得
ず
近
く
に
一
時
避
難
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

周
囲
に
異
様
な
音
や
土

の
臭
い
、
水
路
の
増
水

な
ど
異
常
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
避
難
行
動
を
開

始
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

避
難
の
際
は
飲
料
水
、

食
料
、
常
備
薬
な
ど
を

持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夜
間
と
か
外
出
で
き
を
い
場
合

足
下
が
暗
く
、
歩
く
の

が
危
険
を
伴
う
よ
う
な
夜

間
や
、
避
難
や
外
出
が
難

し
い
よ
う
な
場
合
は
　
「
自

宅
避
難
」
を
選
び
ま
す
。

自
宅
の
2
階
以
上
で
、

山
の
面
や
崖
、
河
川
と
は

反
対
の
部
屋
で
身
の
安
全

を
確
保
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
ゝ
つ
。

た
だ
し
、
土
石
流
が
想

定
さ
れ
る
区
域
に
お
い
て

は
、
堅
牢
な
建
物
の
高
層

階
へ
の
避
難
や
危
険
な
区

域
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
避

難
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。

自
主
防
災
連
絡
協
議
会

久
保
　
正
会
長

「
西
日
本
豪
雨
」
　
は
、

福
田
の
地
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
は
、

今
も
困
難
な
状
況
が
競
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。土

石
流
や
洪
水
か
ら
命

を
守
る
に
は
、
ま
ず
「
早

め
の
避
難
I
L
　
が
一
番
で

す
。
避
難
情
報
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
住
ん
で
い
る


